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発行責任者／村上洋子 

知
り
合
い
に
留
守

番
を
頼
ま
れ
て
住
ん

で
い
た
高
田
馬
場
の

マ
ン
シ
ョ
ン
は
広
く
、

母
は
満
州
時
代
の
仲

間
に
連
絡
し
て
呼
び

寄
せ
、
母
と
叔
母
と

合
わ
せ
て
５
人
が
そ

の
マ
ン
シ
ョ
ン
に
泊
り

込
み
、
夜
を
明
か
し

て
満
州
時
代
の
思
い

出
話
や
、
帰
国
し
て

か
ら
の
そ
れ
ぞ
れ
の

苦
労
話
が
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
し
た
。 

水
戸
出
身
で
、
す

で
に
日
赤
の
看
護
婦

だ
っ
た
Ｈ
さ
ん
は
徴

用
さ
れ
た
後
も
婦
長

と
し
て
み
ん
な
の
指

導
を
し
た
人
で
し

た
。
帰
国
し
て
か
ら

も
水
戸
で
保
健
婦
と

し
て
働
き
、
生
涯
を

地
域
医
療
に
捧
げ
ま

し
た
。
Ｈ
さ
ん
は
終

戦
の
後
、
１２
月
を
ハ

ル
ビ
ン
の
阿
城
（
ア
ジ

ョ
ウ
）
に
足
止
め
さ

れ
、
デ
パ
ー
ト
だ
っ
た

ビ
ル
で
過
ご
し
た
の

で
す
。 

ハ
ル
ビ
ン
の
冬
は

全
て
が
凍
り
付
く
寒

さ
で
す
が
、
コ
ン
ク
リ

ー
ト
の
床
に
敷
く
物

も
な
く
、
か
ろ
う
じ

て
麻
袋
の
よ
う
な
も

の
が
あ
り
被
っ
て
寝

る
と
、
翌
朝
は
何
人

も
の
人
が
亡
く
な
っ

て
い
て
、
そ
の
遺
体

を
躓
く
よ
う
に
出
入

り
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
。
そ
し

て
、
ト
イ
レ
も
無
く
、

大
き
な
木
の
樽
が
置

か
れ
た
と
こ
ろ
に
皆

が
用
を
足
す
の
で
ひ

ど
い
悪
臭
に
満
ち
て

い
た
そ
う
で
す
。 

Ｈ
さ
ん
は
、
飄
々

と
し
た
飾
ら
ぬ
人
柄

と
真
面
目
さ
で
皆
に

尊
敬
さ
れ
て
い
ま
し

た
。 野

戦
病
院
で
従
軍

し
て
い
る
と
、
当
時

医
療
な
ど
に
接
し
た

こ
と
の
な
い
中
国
農

村
部
の
人
が
脚
気
の

子
ど
も
を
連
れ
て
診

察
を
し
て
欲
し
い
と

や
っ
て
来
て
、
薬
も

無
い
の
で
大
根
お
ろ

し
の
汁
を
呑
ま
せ
た

ら
、
そ
れ
が
効
く
と

わ
か
っ
た
ら
し
く
帰

っ
て
い
っ
た
と
い
う
話

に
当
時
の
農
村
部
の

暮
ら
し
ぶ
り
が
想
像

さ
れ
ま
し
た
。 

従
軍
の
途
中
で
大

き
な
石
に
腰
を
掛
け

て
休
ん
で
い
る
と
、

日
本
人
の
医
師
が
、

内
戦
に
よ
っ
て
破
壊

さ
れ
た
大
事
な
遺
跡

だ
と
教
え
て
く
れ
た

こ
と
も
あ
っ
た
そ
う

で
す
。
ま
た
、
内
戦
の

中
、
そ
れ
ま
で
日
本

軍
に
協
力
的
だ
っ
た

富
裕
層
な
ど
が
路
上

で
集
団
か
ら
「
批
判
」

を
受
け
吊
し
上
げ
ら

れ
る
場
面
は
皆
が

様
々
に
目
に
し
て
い

ま
し
た
。
激
動
と
混

乱
の
内
戦
時
代
で

す
。 

 
 
 

（
次
回
に
続
く
） 

 

戦
争
と
平
和
の
記
憶 

⑨ 

初の女性総理大臣誕生 

２
０
１
２
年
に
固
定

価
格
買
取
制
度
（
Ｆ
Ｉ

Ｔ
）
が
ス
タ
ー
ト
し
、
２
０

１
４
年
前
後
に
太
陽
光

パ
ネ
ル
設
置
の
ピ
ー
ク
が

あ
り
ま
し
た
が
、
パ
ネ
ル

の
耐
用
年
数
を
迎
え

る
２
０
３
０
年
前
後

に
大
量
廃
棄
の
時
期

が
予
想
さ
れ
て
い
ま

す
。 ９

月
、
生
活
ク
ラ
ブ

生
協
の
企
画
に
参
加

し
太
陽
光
パ
ネ
ル
リ

サ
イ
ク
ル
の
中
間
処

理
工
場
を
見
学
し
ま

し
た
。
川
崎
市
扇
島

に
あ
る
東
京
電
力
グ

ル
ー
プ
の
東
京
パ
ワ

ー

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

（
株
）で
す
。 

太
陽
光
パ
ネ
ル
の
種

類
は
、
シ
リ
コ
ン
系
、

化
合
物
系
、
有
機
系

の
３
つ
に
大
き
く
分

か
れ
ま
す
が
、
日
本

国
内
で
設
置
さ
れ
て

い
る
も
の
の
９
５
％

は
シ
リ
コ
ン
系
と
の
こ

と
。 シ

リ
コ
ン
系
パ
ネ
ル

の
リ
サ
イ
ク
ル
方
法

は
パ
ネ
ル
か
ら
ア
ル

ミ
フ
レ
ー
ム
を
外
し
、

バ
ッ
ク
シ
ー
ト
と
呼

ば
れ
る
シ
ー
ト
か
ら

１０月４日に開票された自民党総裁選挙で高市早苗氏が総裁に選ばれ、史上初の首相誕生か、と思われましたが、すんなりとは行きませんでした。 

公明党の連立離脱をきっかけに、目まぐるしく変わる政局に目が離せない状態でしたが、維新との連立でようやく高市総理大臣の誕生となりました。 

この間の駆け引きや政策論議を通じて、国民各自が自分にとって大事な政策は何かということが明らかになってきたのではないでしょうか。 

経済政策は全ての人の関心事ですが、積極財政派と言われる高市氏がどのような政策を実現できるのか注視していきましょう。 
 

外交・軍事・憲法改正は急速に右ぶれしていくのか、原発回帰や核融合発電がスピードアップするのか、理念的な面では歴史認識や LGBTQ、同性

婚、人権課題は？福祉や地方自治はどうなるのかなど、様々な視点から新政権の施策をチェックしていく必要があります。 

そして、前回のレポートでは「多様な政党による集団指導体制の道筋をつけ、多様性へのレジリエンスを」と書きました。 
 

現在の小選挙区制は２大政党の政権交代を想定したもので、その実験は日本には合わず異なる意見の対立を際立たせる結果となりました。対立す

るものを否定するだけの危なっかしい社会では幸福は得られません。 

多様性を受け入れ維持するためには、極端な対立や急激な変化を少なくして包摂的な社会をつくる必要があります。中選挙区制では 7 割近くの国

民の意見を反映できていましたが、選挙制度の再考が今必要です。 

 

ガ
ラ
ス
と
そ
れ
以
外
の
も

の
を
分
離
す
る
と
い
う
比

較
的
単
純
な
方
法
で
し

た
。 ア

ル
ミ
や
粉
砕
さ
れ
た

ガ
ラ
ス
は
リ
サ
イ
ク
ル
原

料
と
し
て
専
門
業
者
に
、

そ
の
他
の
も
の
は
製
錬
業

者
に
引
き
渡
し
、
鉛
や
銅

と
い
っ
た
金
属
に
再
資
源

化
さ
れ
、
リ
サ
イ
ク
ル
率

は
１
０
０
％
と
の
事
で
し

た
。 現

在
、
太
陽
光
パ
ネ
ル

は
産
業
廃
棄
物
と
し
て

処
理
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

リ
サ
イ
ク
ル
市
場
は
ま
だ

ま
だ
需
要
が
少
な
く
事

業
者
も
少
な
い
と
の
こ

と
。
東
京
都
で
は
９
事
業

者
を
指
定
事
業

者
と
し
て
認
定

し
て
お
り
、
東

京
パ
ワ
ー
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
（
株
）

は
そ
の
１
社
で

す
。 家

庭
用
の
個

人
所
有
の
パ
ネ

ル
も
産
業
廃
棄

物
と
な
り
ま
す

どうなる？太陽光パネルリサイクル 
 

の
で
、
設
置
し
て
い
る
人

は
取
り
付
け
た
事
業
者

な
ど
を
通
し
て
廃
棄
を

依
頼
す
る
こ
と
と
な
り

ま
す
。
取
り
付
け
事
業
者

が
倒
産
し
て
い
た
場
合

な
ど
は
ど
こ
に
問
い
合
わ

せ
れ
ば
良
い
の
か
な
ど
、

ま
だ
ま
だ
リ
サ
イ
ク
ル
に

関
す
る
環
境

は
整
備
途
上

で
す
。 

ま
た
、
シ
リ

コ
ン
系
の
太

陽
光
パ
ネ
ル

の
処
理
技
術

は
確
立
さ
れ

つ
つ
あ
り
ま

す
が
、
化
合

物
系
、
有
機

系
な
ど
に
つ

い
て
は
日
本

国
内
で
の
処

理
技
術
は
ま

だ
未
成
熟
で

す
。
現
在
注

目
さ
れ
て
い

る
ペ
ロ
ブ
ス

カ
イ
ト
に
つ

い
て
も
、
廃

棄
や
リ
サ
イ
ク
ル
の
技
術

や
体
制
に
つ
い
て
し
っ
か

り
と
注
視
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。 

「
太
陽
光
パ
ネ
ル
リ
サ

イ
ク
ル
義
務
化
法
案
」

は
、
２
０
２
５
年
国
会

で
の
成
立
を
目
指
し
て

い
ま
し
た
が
、
誰
が
費

用
負
担
を
す
る
か
等
を

め
ぐ
り
先
送
り
と
な
る

こ
と
が
８
月
明
ら
か
に

な
り
ま
し
た
。 

リ
サ
イ
ク
ル
ル
ー
ト
に

適
さ
な
い
、
定
形
外
の

パ
ネ
ル
や
災
害
に
よ
り

破
損
し
た
パ
ネ
ル
な
ど

は
少
量
で
は
あ
る
も
の

の
、
手
作
業
な
ど
で
粉

砕
し
埋
め
立
て
処
分
さ

れ
る
も
の
も
あ
る
と
の

事
で
す
。
埋
め
立
て
処

分
を
極
力
ゼ
ロ
に
す
る

こ
と
は
急
務
で
す
が
、

法
的
整
備
、
技
術
的
整

備
、
市
場
で
の
体
制
整

備
を
強
く
求
め
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。 
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主な太陽電池の材料による分
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６ 村上洋子 いきいきレポート 

村上洋子 と おしゃべりタイム 

日時：１１月３日(月)祝日 1４:０0～１５：００     会場：稲城ネット事務所  （稲城駅近く、百村 1608-3サンコーポ 202） 

Google meet併用  https://meet.google.com/ing-rzob-opt    ９月議会の報告も致します。  どうぞご参加ください。 

９月議会の注目議案 
 

■第４５号議案 稲城市立図書館

設置条例の一部を改正する条例 

 

■第６５号議案 稲城市立図書館

の指定管理者の指定について 

 

市は iプラザ図書館を除く全ての

図書館を指定管理に移行するとし

て、条例改正と指定管理者の指定

を上程しました。 

稲城市立図書館協議会の答申

は指定管理への方針を適当と評価

し、市は利用者から高い満足度が

得られている PFI事業での中央図

書館の運営の継続と、開館時間・

開館日の延長・拡大等、市民・利用

者サービスのさらなる向上を図れ

るとの評価から指定管理者制度を

導入するのが最善と判断したとの

事。 

公募型プロポーザル方式による

総合的評価により選定、代表者を

株式会社NTTデータとするいなぎ

図書館共同事業体を指定管理者

に指定しました。 

 
 

 

 

稲城市議会議員 

2024年度決算を認定しました。 
２
０
２
４
年
度
の
一
般
会

計
及
び
各
特
別
会
計
を
合

計
し
た
歳
入
歳
出
予
算
現

額
は
、
そ
れ
ぞ
れ
６
６
０
億

９
，
８
６
４
万
３
，
５
７
８

円
で
す
が
、
そ
の
歳
入
決
算

額
は
６
２
４
億
４
，
６
８
９

万
２
０
８
円
、
歳
出
決
算

額
は
６
１
２
億
２
，
８
８
４

万
７
４
１
円
と
な
り
ま
し

た
。 歳

入
歳
出
差
引
額(

形
式

収
支)

は
１
２
億
１
，
８
０

４
万
９
，
４
６
７
円
の
黒
字

で
あ
り
、
形
式
収
支
か
ら

翌
年
度
へ
繰
り
越
す
べ
き

財
源
２
，
９
８
１
万
５
，
０

０
０
円
を
差
し
引
い
た
実

質
収
支
は
１
１
億
８
，
８
２

３
万
４
，
４
６
７
円
の
黒
字

と
な
り
ま
し
た
。 

一
般
会
計
に
お
い
て 

福
祉
分
野
で
は
重
層
的
支

援
体
制
整
備
事
業
や
、
発

達
相
談
の
体
制
を
充
実
す

る
稲
城
市
発
達
支
援
セ
ン

タ
ー
分
室
、
重
症
心
身
障

害
児(

者)

等
通
所
施
設
の

開
設
を
行
い
、 

子
ど
も
・
教
育
分
野
で
は

稲
城
市
こ
ど
も
計
画
や
第

四
次
稲
城
市
教
育
振
興
基

本
計
画
の
策
定
、
学
校
給

食
費
物
価
高
騰
等
緊
急
対

策
臨
時
負
担
補
助
金
を
公

立
小
中
学
校
の
全
員
に
給

付
し
て
保
護
者
負
担
を
軽

減
、
「
国
連
を
支
え
る
世
界

子
ど
も
未
来
会
議
ｉ
ｎ
Ｉ

Ｎ
Ａ
Ｇ
Ｉ
」
の
開
催
、
二
小
・

平
尾
小
の
普
通
教
室
整

備
、
小
学
校
で
空
調
機
が

未
設
置
で
あ
っ
た
特
別
教

室
へ
空
調
機
を
設
置
し
、
城

山
小
学
校
体
育
館
に
バ
リ

ア
フ
リ
ー
ト
イ
レ
を
設
置
、

義
務
教
育
就
学
時
医
療
費

助
成
制
度
・
高
校
生
等
医

療
費
助
成
制
度
に
お
け
る

所
得
制
限
を
撤
廃
、
フ
ァ
ー

ス
ト
バ
ー
ス
デ
ー
サ
ポ
ー
ト

事
業
の
育
児
パ
ッ
ケ
ー
ジ
配

布
額
１
万
円
を
６
万
円
に

拡
充
な
ど
を
評
価
致
し
ま

す
。 

病
院
会
計
に
お
い
て 

入
院
収
益
な
ど
基
本
的
収

益
の
確
保
に
努
力
が
見
ら

れ
た
も
の
の
、
人
事
院
勧

告
に
よ
る
人
件
費
の
高

騰
、
物
価
高
騰
に
よ
る
医

業
材
料
費
等
の
高
騰
な
ど

に
よ
り
、
経
常
損
失
９
億

４
千
万
円
と
な
り
前
年
度

比
３
億
５
千
万
円
の
減

収
、
前
年
度
繰
越
欠
損
金

と
合
わ
せ
る
と
当
年
度
未

処
理
欠
損
金
は
１
４
億

６
，
１
３
５
万
３
，
９
７
８

円
と
な
り
ま
す
。 

９月議会 村上洋子の一般質問 
 

■１．下水熱利用の可能性について 
都市において、整備された下水道の下水は恒久的に利用可能なエネルギー源となります。 

稲城市カーボンニュートラル推進計画では再生可能エネルギーの導入促進を掲げており、下水熱利

用の可能性についても検証を行うべきと考え、市の認識を問いました。 
 

〈答〉国の方針は都市の低炭素化及び再生可能エネルギーの導入促進を目的として、下水熱の有効利用

を推進しており、平成 24年に「下水熱利用推進協議会」を設置し、事業採算性向上や制度整備に向

けた情報交換会を行い、ガイドラインや下水熱ポテンシャルマップ作成の手引きを策定して、地方

公共団体へのアドバイザー派遣等の導入支援を行っている。 

下水熱利用の方法は、下水処理場や、下水道管内に熱交換器を設置し、ヒートポンプで熱を回収・

供給する。事例集では、豊田市の高齢者福祉施設で、下水道管きょから熱エネルギーを回収し、水

熱源ヒートポンプを介して施設にお湯を供給する熱利用や、新潟市が保有する農業用ハウス「花ス

テーション」の暖房として使用している中・小規模の事例がある。 

稲城市における下水熱のポテンシャルは、東京都下水道局が管理している稲城幹線においては、

419ギガジュール（約 11万 6千キロワット）で 6段階の下から 2番目で密度としては低い。市が管

理している管きょは、都が管理している稲城幹線よりさらにエネルギー密度が低いため、採算性な

ど考慮すると実際に活用することは困難。 
 

採算性などを考慮すると実際に活用することは困難との回答でしたが、都の管きょにおいて民間

の事業者が熱利用することも法的に可能であり、引き続き技術革新などの情報収集に努めることを

求めました。 

 

■２．京王相模原線と JR南武線の駅を結ぶ交通アクセスの整備について 
 

■３．稲城市高齢者福祉計画（第 5 次）・稲城市介護保険事業計画（第 10 期）の策定に
向けた課題と取り組みの方向性について 

 

 

 

２
０
２
４
年
度
に
お
け

る
自
治
体
病
院
の
決
算
状

況
は
９
割
近
く
が
経
常
赤

字
と
い
う
異
常
事
態
で
、

全
国
自
治
体
病
院
協
議
会

は
国
に
対
し
「
緊
急
要
望
」

を
提
出
し
緊
急
の
経
営
支

援
を
求
め
て
お
り
、
そ
の

動
向
を
注
視
し
て 

い
き
ま
す
。 

 
 

 

９月議会村上洋子の一般質問の録画をご覧ください 

 


